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◆「
伊
吹
い
り
こ
」で
有
名
な
漁
業
の
島

　

香
川
県
観か
ん

音お
ん

寺じ

市
に
属
す
る
伊い

吹ぶ
き

島じ
ま

は
、
香
川
県
と
愛
媛
県
の
県

境
に
近
く
、
観
音
寺
港
の
西
約
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
香
川
県
の
最

西
端
に
位
置
し
て
い
る
面
積
一
・
〇
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

五
九
〇
人
（
二
七
三
世
帯
）
の
小
さ
な
島
で
す
。

　

豊
か
な
漁
業
資
源
に
恵
ま
れ
、
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
漁
を
背
景
と
す

る
煮
干
し
イ
ワ
シ
の
生
産
が
島
の
経
済
を
支
え
て
お
り
、
島
内
で
生

産
さ
れ
た
煮
干
し
イ
ワ
シ
は
、
地
域
団
体
商
標
（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）「
伊

吹
い
り
こ
」
と
し
て
全
国
で
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
島
の
人
口
は
、
平
成
一
七
年
か
ら
同
二
二
年
ま
で
の
五

年
間
で
二
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
。
高
齢
化
率
四
三
・
九
パ
ー
セ
ン

ト
、
独
居
老
人
世
帯
八
三
世
帯
と
、
過
疎
化
、
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
島
の
活
力
が
低
下
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
瀬
戸
芸
」開
催
後
も
継
続
し
て

観
光
客
が
訪
れ
る
島
に

　

ま
た
、「
伊
吹
い
り
こ
」
の
製
造
に
か
か
る
漁
業
お
よ
び
水
産
加

工
業
が
島
の
雇
用
の
大
多
数
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
継
者
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
漁
が
、
夏
季
（
六

～
九
月
）
を
中
心
と
し
た
季
節
産
業
で
あ
る
の
で
、
休
漁
期
の
島
で

の
仕
事
が
非
常
に
少
な
く
、
本
土
で
他
の
仕
事
に
従
事
す
る
者
が
多

い
こ
と
も
課
題
の
一
つ
で
す
。
新
た
な
産
業
の
育
成
や
島
内
で
の
安

定
的
な
雇
用
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
◆
行
政
と
地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た

 「
瀬
戸
芸
」
の
事
業
運
営

　

平
成
二
五
年
に
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
二
〇
一
三
」
が
香
川
県
内

の
一
二
の
島
々
で
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
伊
吹
島
が
初
め
て
会
場

と
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
、
芸
術
鑑
賞
を
取

香
川
県
観
音
寺
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政
策
部
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画
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り
入
れ
た
特
色
の
あ
る
観
光
資
源
の
開
発
や
、
芸
術
祭
の
運
営
を
関

係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
て
行
う
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
や
島
外

者
と
の
交
流
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
関
連
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
事
業
で
は
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
二
〇
一
三
」
を
市
一
丸
と

な
っ
て
成
功
さ
せ

る
た
め
、
全
体
の

実
行
委
員
会
で
あ

る
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
観
音
寺
市

実
行
委
員
会
」
と

島
内
で
構
成
さ
れ

た
「
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
伊
吹
島
実

行
委
員
会
」
が
離

島
活
性
化
交
付
金

を
活
用
し
、
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

「
観
音
寺
市
実
行

委
員
会
」
で
は
、

市
独
自
に
行
う
芸

術
鑑
賞
を
取
り
入

れ
た
イ
ベ
ン
ト
の

伊吹島の経済を支えるカタクチイワシ漁。

運
営
や
広
報
活
動
、
来
場
者
の
た
め
の
交
通
対
策
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
等
運
営
な
ど
、
芸
術
祭
を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
、
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

《
主
な
事
業
》

①
イ
ベ
ン
ト
案
内
チ
ラ
シ
、
島
内
マ
ッ
プ
の
作
成

②
独
自
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

・
夜
の
ま
ち
歩
き
～
よ
る
し
る
べ
2
0
1
3
～

・
島
の
音
楽
会　

な
ど

③
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

　

一
方
、「
伊
吹
島
実
行
委
員
会
」
に
お
い
て
は
、
実
際
に
島
に
訪

れ
た
方
が
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
草
刈
り
、
案
内
板
設
置
、
ト
イ
レ
管
理
、
休
憩
所
の
運
営
な
ど
、

ま
た
こ
こ
へ
来
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
「
お
も
て
な
し
」
の
た
め
の

活
動
を
中
心
に
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

休
憩
所
は
公
共
施
設
な
ど
に
加
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
民
家

や
お
寺
な
ど
を
開
放
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
会
期
中
に
延
べ

五
〇
〇
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
休
憩
所
の
運
営
に
関
わ
り
、
お

茶
を
提
供
す
る
な
ど
来
島
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
関
連
事
業
」
に
加
え
、
首
都
圏
で
伊

吹
島
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、「
伊
吹
い
り
こ
」
の
普
及
促
進
を
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は
じ
め
、
観
光
・
交
流
情
報
な
ど
の
情
報
発
信
を
す
る「
交
流
促
進
事

業
」を
平
成
二
五
年
度
か
ら
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
店
頭
な
ど
に
お
い
て
、

伊
吹
島
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
な
ど
島
の
魅
力
の
紹
介
を
行

う
と
と
も
に
、「
伊
吹
い
り
こ
」
の
普
及
の
た
め
の
販
売
促
進
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

◆
三
万
七
〇
〇
〇
人
も
の
来
島
者
で
活
気
づ
く

　

伊
吹
島
は
ま
わ
り
に
島
が
な
い
単
独
離
島
で
あ
り
、
香
川
県
の
西

端
部
と
い
う
位
置
条
件
か
ら
、
芸
術
祭
で
は
ど
れ
く
ら
い
の
方
に
来

て
い
た
だ
け
る
の
か
、
ま
っ
た
く
の
未
知
数
で
し
た
が
、
七
月
二
〇

日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
の
会
期
中
だ
け
で
三
万
七
〇
〇
〇
人
も

の
来
島
者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
例
年
一
年
間
に
訪
れ
る

観
光
客
数
の
三
倍
以
上
で
あ
り
、
島
は
大
い
に
活
気
づ
き
ま
し

た
。

　

瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
三
年
に
一
度
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
今
年
度
か
ら
芸
術
祭
開
催
年
以
外
に
お
い
て
も
一
年
を

通
じ
た
誘
客
・
発
信
の
た
め
の
活
動
に
取
り
組
む
活
動

「
A
R
T 

S
E
T
O
U
C
H
I
」
が
県
全
域
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

伊
吹
島
で
も
独
自
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
行
い
、
賑
わ
い
が
一

過
性
の
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
、
市
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
流
促
進
事
業
に
お
け
る
情
報
発
信
で
は
、
首
都
圏
に
お
け

る
「
伊
吹
い
り
こ
」
の
販
売
状
況
や
伊
吹
島
の
知
名
度
に
つ
い
て
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
く
、今
後
も
継
続
的
に
情
報

を
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

伊
吹
島
で
は
、
今
回
紹
介
し
た
「
交
流
促
進
事
業
」
の
ほ
か
、
伊

吹
漁
協
に
よ
る
「
流
通
効
率
化
関
連
施
設
整
備
等
事
業
」、「
安
全
安

心
向
上
事
業
」
を
活
用
し
た
伊
吹
総
合
防
災
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
事
業
に
離
島
活
性
化
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
が
多
様
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
懸
念
さ
れ
て
い
た

事
項
が
順
調
に
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
島
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

■

オープニングで来島者を出迎えるスタッフたち。

会期中3万7,000人もの観光客が訪れた。


